
社会や産業を支える人材育成

平
成
Ｈ
年
、
中
橋
恵
美
子

氏

（
現
代
表
）
は
仲
間
と
二

人
で
、
香
川
県
で
子
育
て
支

援
を
行
う

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ

は
は
ネ
ッ
ト
」
を
設
立
し
た
。

同
氏
は
、
自
身
も
子
育
て
の
際
に
戸

惑
い
や
不
安
、
社
会
的
な
孤
立
を
感
じ

た
こ
と
か
ら
、
子
育
て
す
る
母
親
の
悩

み
の
解
消
に
つ
な
が
れ
ば
と
の
思
い
で

同
法
人
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

同
法
人
は
季
刊
情
報
誌

「お
や
こ
ＤＥ

ゎ
は
は
」
（２
．
５
万
部
）
や
携
帯
メ
ー
ル

「わ
は
は
メ
ー
ル
」
家
ム
員
数
４
千
人
）

に
よ
る
子
育
て
情
報
の
無
償
発
信
を
行

う
と
と
も
に
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報 ゲ
を
交
換
で
き
る
場

（県
内
３
ヵ
所
）
を

開
設
し
て
い
る
．
同
法
人
は
補
助
金
の

支
給
を
受
け
ず
、
子
育
て
主
婦
を
対
象

に
し
た
企
業
の
広
告
収
入
で
、
経
費
を

賄

っ
て
お
り
、
他
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
補

助
金
を
も
ら
い
な
が
ら
赤
字
に
苦
し
む

中
、
全
国
的
に
注
目
を
集
め
て
い
る
。

‐６
年
に
は
、
高
松
市
内
の
女
性
が
経

営
す
る
タ
ク
シ
ー
会
社
と
共
同
で
、
ド

ア

・
ツ
ー

・
ド
ア
で
安
全
を
見
届
け
る

子
供
だ
け
の
送
迎
や
妊
婦
や
母
子
の
通

院
を
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る

「子
育
て

タ
ク
シ
ー
」
事
業
を
開
始
。
１８
年
に
は

「全
国
子
育
て
タ
ク
シ
ー
協
会
」
を
設
立

し
、
現
在
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
２２

都
道
府
県
７０
社
が
加
盟
、
約
９
３
０
人

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
同
法
人
の
定
め
た
研

修
を
受
け
て
い
る
。

′

今
年
５
月
に
高
松
で
開
催

さ
れ
た
四
国
地
域
の

「シ
ン

ク
タ
ン
ク
交
流
会
」
に
お
い

て
、
「少
子
化
問
題
」
を
テ
ー

マ
に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
平
成
１３
年
以
降
、

四
国
内
の
地
銀
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
４
機

関
、
四
国
経
済
連
合
会
、
四
国
電
力
な

ど
が
参
加
し
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、

地
域
の
経
済
動
向
や
地
域
活
性
化
策
等

に
関
す
る
情
報
交
換

・
討
議
を
行

っ
て

い
る
。
四
国
で
は
全
国
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド

で
少
子
化
が
進
行
し
て
お
り
、
今
後
の

四
国
経
済
の
持
続
的
成
長
に
と

っ
て
大

き
な
問
題
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度

は

「少
子
化
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
取
り

上
げ
た
。

交
流
会
で
は
、
少
子
化
が
進
む
要
因 筈

鉦

各シンクタンクが少子化に関する考えを事例を交えながら発表

や
少
子
化
問
題
へ
の
先
進
的
な
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
、
近
年
出
生
率
が
持
ち
直
し

て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
事
例
が
取
り
上
げ

ら
れ
、
行
政
に
よ
る
取
り
組
み
と
し
て
、

子
供
２
人
目
か
ら
支
給
さ
れ
る
家
族
手

当
や
、
３
歳
に
な
る
ま
で
父
母
の

一
方

が
休
業
で
き
手
当
も
支
給
さ
れ
る
制
度

な
ど
紹
介
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
企
業
に
お
い
て
も
、
子
供

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
整
備
へ
の
取

り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
が
示

さ
れ
た
。

，

“

子育てに関する1青報を交換できる場「わはは広場」

子供だけの送迎も安心できる「子育てタクシー」

少子化をテーマに討議を行ったシンクタンク交流会


